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二
〇　

三み

と戸　

吉き
ち
 
た
 
ろ
う

太
郎

『
田
中
義
弘
ア
ル
バ
ム
』
よ
り
（
一
九
一
一
年
）

会
日
曜
学
校
局
局
長
、
日
本
日
曜
学
校
協
会
理
事
な
ど
の
要
職
に
就

く
一
方
、関
西
学
院
神
学
部
、ラ
ン
バ
ス
記
念
伝
道
女
学
校
（
神
戸
）、

ラ
ン
バ
ス
女
学
院
（
大
阪
）
で
、
日
曜
学
校
管
理
法
な
ど
の
講
義
を

担
当
。
一
九
一
八
年
に
は
、
原
田
の
森
、
関
西
学
院
構
内
に
建
設
さ

れ
た
ハ
ミ
ル
館
で
「
ハ
ミ
ル
日
曜
学
校
教
師
養
成
所
」
を
開
校
し
た
。

　

Ⅰ　

は
じ
め
に

 “
SU
N
D
A
Y
 SCH

O
O
L”
M
IT
O
―

三
戸
吉
太
郎
そ
の
人
を
一

言
で
表
明
す
る
、「『
日
曜
学
校
』
三
戸
」
と
題
さ
れ
た
文
章
が
あ
る
。

三
戸
が
志
半
ば
に
倒
れ
、
数
ヶ
月
の
闘
病
の
後
、
五
十
代
後
半
の
若

さ
で
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
十
一
年
を
経
て
英
文
で
書
か
れ
た
も
の

で
、「
三
戸
吉
太
郎
は
、
洗
礼
を
受
け
る
前
か
ら
日
曜
学
校
教
師
だ
っ

た
。」
と
い
う
印
象
的
な
書
き
出
し
で
始
ま
っ
て
い
る
。

　

三
戸
吉
太
郎
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
広
島
で
の
若
き
日
に
、
関
西
学

院
創
立
者
と
な
る
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
か
ら
洗
礼
を
受
け
、
二
年
後

に
関
西
学
院
神
学
部
が
設
立
さ
れ
る
や
神
学
生
と
な
り
、
卒
業
後
は

生
涯
を
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
伝
道
者
、
牧
師
と
し
て
歩
み
つ
つ
、
亡

く
な
る
ま
で
の
十
五
年
は
、
母
校
神
学
部
に
講
師
と
し
て
通
っ
た
。

関
西
学
院
草
創
期
を
生
き
た
人
物
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
彼
は
学
院
の
人
で
あ
る
と
同
時
に
そ
れ
以
上
に
、
日
本

　

三
戸
吉
太
郎
は
、
一
八

六
七
年
広
島
市
に
生
ま
れ

た
。三
歳
で
父
を
亡
く
し
、

以
後
母
の
手
で
育
て
ら
れ

る
。
貧
し
か
っ
た
た
め
苦

学
し
、
夜
学
で
学
び
な
が

ら
陸
軍
を
志
し
て
い
た
こ

ろ
、
偶
然
、
砂
本
貞
吉
の

話
を
聞
き
、
キ
リ
ス
ト
教   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
出
会
う
。

　

一
八
八
七
年
ク
リ
ス
マ
ス
に
広
島
で
、
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
よ
り

受
洗
。
翌
年
、
南
美
以
教
会
派
遣
の
神
学
生
と
し
て
長
崎
鎮
西
学
院

（
加
伯
利
英
和
学
校
）
へ
入
学
し
た
が
、
八
九
年
九
月
関
西
学
院
の

設
立
に
伴
い
神
学
部
へ
転
学
し
、
九
六
年
六
月
に
卒
業
。
そ
の
後
は

多
度
津
、
宇
和
島
（
現
：
宇
和
島
中
町
）、
岩
国
、
御
影
の
諸
教
会

を
歴
任
。
若
い
頃
か
ら
児
童
の
宗
教
教
育
を
自
ら
の
使
命
と
し
、
日

本
の
日
曜
学
校
事
業
の
充
実
発
展
に
尽
く
す
。
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教



150

の
宣
教
史
上
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
、
超
教
派
的
な
宗
教
教
育
運
動

で
あ
る
「
日
曜
学
校
」
の
人
で
あ
っ
た
。「
日
曜
学
校
」
三
戸
、
そ

れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、彼
を
輩
出
し
た
関
西
学
院
を「
日
曜
学
校
」、

つ
ま
り
児
童
の
宗
教
教
育
と
教
育
伝
道
へ
と
結
び
つ
け
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
こ
で
、
学
院
史
上
で
三
戸
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
三

戸
の
日
曜
学
校
と
は
何
だ
っ
た
の
か
を
検
証
す
る
作
業
で
も
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

　

三
戸
は
、
自
分
が
神
と
出
会
っ
て
間
も
な
く
、「
小
さ
な
子
ど
も

た
ち
を
教
え
る
こ
と
に
本
気
で
取
り
組
」
む
こ
と
に
な
っ
た
。
神

の
呼
び
か
け
に
応
え
る
と
は
、
彼
に
と
っ
て
は
、
幼
い
子
ど
も
た
ち

に
神
の
愛
を
伝
え
る
、
日
曜
学
校
で
教
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は

生
涯
一
貫
し
て
い
た
。

　

神
学
生
時
代
か
ら
、
三
戸
は
、
後
に
牧
師
と
し
て
赴
任
す
る
こ
と

に
な
る
多
度
津
、
御
影
、
宇
和
島
を
は
じ
め
と
し
て
各
地
の
教
会
の

日
曜
学
校
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
時
期
に
、「
子
供
讃
美
歌
」

の
編
集
、
日
曜
学
校
出
席
時
に
子
ど
も
に
配
る
聖
書
カ
ー
ド
を
貼
る

カ
ー
ド
貼
の
考
案
、
児
童
説
教
と
い
わ
れ
る
子
ど
も
向
け
の
お
話

の
試
み
な
ど
を
す
で
に
行
っ
て
い
る
。

　

一
八
九
六
年
、
三
戸
は
神
学
部
を
卒
業
し
、
多
度
津
教
会
牧
師
と

し
て
赴
任
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
年
「
ハ
ミ
ル
博
士
と
日
曜
學

校
に
熱
心
な
実
業
家
ペ
ッ
パ
ー
氏
の
招
請
に
よ
り
」
数
ヶ
月
の
米
国

で
の
日
曜
学
校
の
視
察
後
、
英
、
仏
と
欧
州
の
日
曜
学
校
事
情
を
も

見
聞
し
て
帰
国
し
た
と
い
う
。
ま
た
同
年
に
は
『
訓
蒙　

神
の
話
』 

を
著
す
。
そ
こ
に
は
三
戸
が
い
か
に
子
ど
も
た
ち
を
理
解
し
、愛
し
、

手
法
を
凝
ら
し
て
神
を
語
っ
て
い
た
か
が
闡
明
と
な
っ
て
い
る
。

　

三
戸
は
一
八
九
六
〜
一
九
〇
〇
年
の
多
度
津
教
会
、
一
九
〇
〇

〜
〇
六
年
の
宇
和
島
教
会
、
宇
和
島
辞
任
後
に
二
度
目
の
渡
米
を

挟
ん
で
、
そ
の
後
岩
国
教
会
（
一
九
〇
六
〜
〇
八
年
）、
御
影
教
会

（
一
九
〇
八
〜
一
二
年
）
と
、
赴
任
し
た
教
会
行
く
先
々
で
、
日
曜

学
校
の
発
展
に
努
め
、
大
き
な
日
曜
学
校
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
一
方
で
彼
は
、
教
派
を
越
え
た
日
曜
学
校
運
動
の
支
え
手
、
担

い
手
と
な
り
、
他
教
会
の
牧
師
や
日
曜
学
校
教
師
た
ち
を
、
訪
問
や

研
修
、
ユ
ニ
ー
ク
な
教
材
開
発
と
配
布
、
養
成
機
関
の
設
立
を
通

し
て
助
け
て
い
く
。

　

世
界
日
曜
学
校
協
会
の
フ
ラ
ン
ク
・
Ｌ
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
三
戸
に

つ
い
て
こ
う
語
っ
て
い
る
。「
三
戸
兄
弟
は
、
日
曜
学
校
の
働
き
に

情
熱
と
非
凡
な
才
能
を
傾
け
、ま
た
、周
囲
か
ら
愛
さ
れ
る
性
格
だ
っ

た
。
…
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、
人
々
を
ひ
き
つ
け
参
加
さ
せ
る
た
め

に
、
彼
が
考
え
た
プ
ラ
ン
と
彼
が
用
い
た
題
材
は
、
わ
た
し
の
知
る

限
り
、
東
洋
一
の
も
の
だ
っ
た
。」 

　

一
九
一
二
年
に
御
影
教
会
牧
師
を
辞
し
、
日
曜
学
校
事
業
に
専
念

し
て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
三
戸
の
活
動
と
業
績
に
つ
い
て
は
、
数
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少
な
い
残
さ
れ
た
当
時
の
教
界
諸
雑
誌
か
ら
垣
間
見
る
ほ
か
な
い
。

し
か
し
そ
れ
ら
の
断
片
的
な
記
事
の
中
に
、
三
戸
独
特
の
「
今
日
の

兒
童
が
将
来
の
…
世
界
の
後
継
者
」
で
あ
る
と
い
う
児
童
観
や
メ
ソ

ヂ
ス
ト
教
会
固
有
の
Ｊ
・
ウ
ェ
ス
レ
ー
に
基
く
教
育
伝
道
へ
の
強
い

意
識
、
日
曜
学
校
教
師
養
成
の
集
大
成
と
も
い
え
る
「
ハ
ミ
ル
日

曜
学
校
教
師
養
成
所
」
の
理
念
な
ど
が
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
残

さ
れ
て
い
る
。

　

Ⅱ　

略
歴
・
業
績
一
覧

一
八
六
七
年
一
一
月
一
七
日 

一
八
八
七
年　

一
月　
　
　
　

　
　
　
　
　

一
二
月　
　
　
　

一
八
八
八
年　
　
　
　
　
　
　

一
八
八
九
年　

九
月　
　
　
　

 

一
八
九
三
年　

一
月
一
九
日　

　
　
　
　
　
　

二
月　
　
　
　

一
八
九
四
年　

八
月　
　
　
　

一
八
九
五
年　

九
月　
　
　
　

　
　
　
　
　

一
二
月
二
四
日　

一
八
九
六
年　

六
月　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

七
月
二
六
日　

　
　
　
　
　

一
〇
月　
　
　
　

　
　
　
　
　

一
二
月　
　
　
　

父
、
大
鶴
彦
三
、
母
、
住
田
咲
（
共
に
広

島
藩
士
の
家
柄
）
の
三
男
一
女
の
末
子
と

し
て
広
島
市
で
誕
生
。

広
島
教
会
四
季
会
で
勤
士
に
挙
げ
ら
れ
、

伝
道
者
と
な
る
決
心
を
す
る
。

Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
よ
り
受
洗
。

長
崎
鎮
西
学
院
（
加
伯
利
英
和
学
校
）
へ

入
学
。

関
西
学
院
神
学
部
へ
転
入
。

関
学
神
学
生
時
代
は
、
週
末
多
度
津
へ
行

き
、
日
曜
の
礼
拝
、
日
曜
学
校
を
担
当
。

三
戸
吉
太
郎
編
『
え
ほ
ば
を
賛
美
せ
よ
』

メ
ソ
ヂ
ス
ト
出
版
舎
よ
り
発
行
。

多
度
津
か
ら
帰
る
大
阪
商
船
の
佐
波
川
丸

が
衝
突
の
事
故
。
無
事
相
手
汽
船
に
乗
り

移
り
救
出
活
動
を
す
る
。

南
美
以
（
メ
ソ
ヂ
ス
ト
）
教
会
は
日
曜
学

校
局
を
組
織
、
書
記
と
な
る
。

三
戸
皆
由
の
娘
、ヒ
デ
（
秀
子
）
と
結
婚
。

住
田
／
大
鶴
か
ら
、三
戸
吉
太
郎
と
な
る
。

御
影
教
会
の
日
曜
学
校
校
長
を
務
め
る
。

神
戸
美
以
教
会
（
現
：
神
戸
栄
光
教
会
）

日
曜
学
校
ク
リ
ス
マ
ス
祝
会
で
「
勤
話
」
。

関
西
学
院
神
学
部
卒
業
。

夏
期
伝
道
の
た
め
宇
和
島
教
会
へ
。

米
国
、
欧
州
の
日
曜
学
校
へ
視
察
旅
行
。

第
五
期
南
美
以
教
会
日
本
年
會
で
松
山
部

多
度
津
巡
回
区
に
任
命
、
多
度
津
教
会
第

四
代
牧
師
に
就
任
。

『
訓
蒙　

神
の
話
』（
著
者
：
童
友
＝
三
戸

吉
太
郎
、
序
文
：
Ｊ
・
Ｃ
・
Ｃ
・
ニ
ュ
ー

ト
ン
、
六
月
二
三
日
付
）
教
文
館
発
行
。
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一
八
九
九
年　

　
　
　

五
月
二
五
〜　

二
七
日

　
一
九
〇
〇
年　

九
月　
　
　
　

一
九
〇
六
年　

四
月　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

九
月　

一
九
〇
七
年　

五
月　
　
　
　

　
　
　
　

五
月
一
〇
〜
一
二
日

　
一
九
〇
八
年
一
二
月　
　
　
　

一
九
〇
九
年　

四
月

　
　
　
　
　
　
　

一
九
一
二
年　

三
月

　
　
　
　
　
　

四
月
六
〜
九
日

　　
　
　
　
　
　

五
月
〜
六
月　

　
　
　
　
　
　

九
月
二
〇
日
〜

　
　
　
　

　
　
　
　
　

一
二
月
二
〇
日

一
九
一
三
年　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

四
月
一
七
日　

一
九
一
四
年　

八
月
四
〜
六
日

　　
　
　
　
　

一
一
月　

七
日　

一
九
一
七
年
一
〇
月
一
二
日　

一
九
一
八
年　

五
月　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

八
月
五
〜
九
日

　
　
　
　
　
　

九
月
〜
一
〇
月

　
　
　
　
　

一
〇
月　

一
日　

一
九
一
九
年　
　
　
　
　
　
　

一
九
二
〇
年
一
〇
月　
　
　
　

一
九
二
一
年　

八
月　
　
　
　

南
美
以
教
会
、
広
島
部
内
日
曜
学
校
大
会

で
礼
拝
説
教
（
児
童
へ
の
説
教
の
初
の
試

み
と
言
わ
れ
た
）
を
担
当
。

宇
和
島
教
会
牧
師
に
就
任
。

宇
和
島
教
会
牧
師
を
辞
任
。
渡
米
。

南
美
以
教
會
第
十
五
期
日
本
年
會
で
任
地

指
命
を
受
け
、
岩
国
教
会
牧
師
へ
。　

三
派
合
同
、
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
日

曜
学
校
局
が
設
置
さ
れ
幹
事
と
な
る
。

日
本
日
曜
学
校
協
会
（N
SSA

）
が
設
立

さ
れ
、
幹
事
と
な
る
。

岩
国
よ
り
御
影
教
会
牧
師
に
就
任
。

関
西
学
院
神
学
部
の
講
師
と
な
り
、
日
曜

学
校
管
理
法
、児
童
教
育
学
な
ど
講
じ
る
。

〜
一
九
二
五
年
。 　
　
　
　

御
影
教
会
牧
師
を
退
任
。　

第
六
回
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ａ
大
会
理
事
会
、講
演
等
。

於
：
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
銀
座
教
会
。

朝
鮮
各
地
を
訪
問
、講
演
。
帰
途
福
岡
で
、

福
岡
日
曜
学
校
同
盟
の
成
立
に
関
与
。

仙
台
で
東
北
日
曜
学
校
講
習
会
講
師
。
往

路
、
復
路
に
福
島
、
秋
田
、
米
沢
で
集
会
。

『
天
使
の
聲
』
発
行
。

日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
日
曜
学
校
局
『
局
報
』

を
『
春
光
』
と
改
題
、
編
集
発
行
人
。

関
西
学
院
理
事
会
で
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教

会
日
曜
学
校
局
よ
り
の
申
し
出
を
協
議
。

日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
日
曜
学
校
局
は
、

第
一
回
西
部
少
年
夏
期
学
校
を
神
戸
の
関

西
学
院
神
学
館
で
開
催
。
日
本
初
の
夏

期
聖
書
学
校
と
な
る
。

東
京
五
部
連
合
Ｓ
Ｓ
教
師
講
習
会
講
師
。

ハ
ミ
ル
館
定
礎
、
翌
年
夏
竣
工
。

神
戸
教
会
で
賀
川
豊
彦
、
藤
田
時
子
と
六

週
連
続
の
教
会
学
校
教
師
講
習
会
講
師
。

ハ
ミ
ル
館
で
少
年
少
女
夏
期
学
校
開
催
。

中
国
及
び
九
州
四
国
の
一
部
を
巡
回
。

ハ
ミ
ル
日
曜
学
校
教
師
養
成
所
開
校
。

日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
日
曜
学
校
局
の
局

長
と
な
る
。
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ａ
の
理
事
に
就
任
。

第
八
回
世
界
日
曜
学
校
大
会
開
催
。

鵜
飼
猛
と
「
支
那
、
満
州
、
朝
鮮
」
を
巡
回
。
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一
〇
月　
　
　
　

　
　
　
　

一
一
月
一
日
〜
八
日

一
九
二
二
年　

四
月　
　
　
　

一
九
二
三
年　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

一
二
月　
　
　
　

一
九
二
四
年　

一
月　
　
　
　

一
九
二
五
年　

二
月　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

五
月　

二
日　

　
　
　
　
　
　

五
月　

四
日　

第
一
回
東
京
部
通
常
部
会
回
心
運
動
協
議
会

で
奨
励
。

京
城
に
て
朝
鮮
主
日
學
校
大
會
開
催
。

こ
の
年
度
よ
り
ハ
ミ
ル
館
の
日
曜
学
校
は
関

西
学
院
教
会
の
所
属
と
な
る
。

ラ
ン
バ
ス
女
学
院
で
「
個
人
伝
道
」
を
講
義
。

編
集
発
行
人
を
務
め
て
い
た
日
本
メ
ソ
ヂ
ス

ト
教
会
日
曜
学
校
局
『
教
師
之
友
』
が
十
二

月
号
で
終
刊
。

『
教
師
之
友
』が
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ａ
の『
日
曜
学
校
』

と
合
併
。

病
気
の
た
め
日
曜
学
校
局
長
を
辞
任
。

午
後
十
時
四
十
分
逝
去
。

御
影
教
会
堂
に
て
告
別
式
施
行
。

に
御
影
教
会
牧
師
を
辞
し
て
か
ら
の
十
三
年
間
は
、
全
国
各
地
、
中

国
、
朝
鮮
へ
も
日
曜
学
校
事
業
の
た
め
に
訪
れ
、
教
案
誌
の
発
行
と

教
師
養
成
に
よ
っ
て
日
曜
学
校
教
師
を
支
え
な
が
ら
、
神
学
教
育
の

中
で
宗
教
教
育
の
重
要
性
を
講
じ
た
日
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

　

し
か
し
、
日
曜
学
校
に
賭
け
、
児
童
に
生
き
る
こ
と
は
、
容
易
い

こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
宇
和
島
教
会
で
の
弟
子
尾
崎
和
夫
は
「
先
生

が
日
曜
学
校
運
動
を
唱
導
せ
ら
れ
た
当
時
に
於
て
は
、
日
曜
学
校
と

い
へ
ば
問
題
に
さ
れ
ず
、
あ
る
場
合
に
は
軽
蔑
的
な
態
度
さ
へ
も
投

げ
か
け
ら
れ
て
い
た
」と
し
、三
戸
が
し
ば
し
ば
、｢『
三
戸
は
婦
人
科
、

小
兒
科
専
門
だ
』
な
ん
て
の
冷
笑
を
浴
せ
ら
れ
た
」
と
語
っ
て
い
た

と
い
う
。
実
際
、
牧
会
す
る
教
会
を
持
た
ず
に
こ
の
事
業
の
専
従
者

と
し
て
生
き
る
と
い
う
決
断
は
、
後
に
多
大
な
苦
難
を
招
く
こ
と
に

な
る
。
三
戸
の
死
後
、
一
家
の
生
活
は
困
窮
し
、
資
産
家
で
あ
っ
た

妻
ヒ
デ
の
三
戸
家
の
援
助
も
底
を
つ
く
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。

　

日
曜
学
校
や
子
ど
も
が
置
か
れ
た
こ
の
よ
う
な
嘲
笑
的
、
差
別
的

な
環
境
の
中
で
、
三
戸
は
黙
々
と
全
国
の
教
会
の
現
場
を
行
脚
し
続

け
た
。
一
方
で
、
彼
は
こ
の
尊
い
事
業
を
、
教
会
の
教
職
者
た
ち
が

「
本
気
で
取
り
組
む
」
べ
き
業
と
す
る
た
め
に
、
ハ
ミ
ル
館
を
建
て

る
こ
と
を
構
想
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
関
西
学
院
構
内

に
ハ
ミ
ル
館
事
業
を
据
え
る
、
そ
れ
は
児
童
と
宗
教
教
育
を
メ
ソ
ヂ

　

Ⅲ　

お
わ
り
に

　

三
戸
の
死
の
翌
年
、
西
部
年
会
記
録
に
書
か
れ
た
三
戸
の
略
歴
に

は
、「
兒
童
宗
教
々
育
事
業
を
自
己
の
天
職
と
自
覚
」
し
、
三
十
年

以
上
を
一
心
に
「
我
が
国
日
曜
学
校
の
指
導
者
と
し
て
東
奔
西
走
、

寝
食
を
忘
れ
て
斯
業
の
充
実
発
展
に
尽
瘁
せ
ら
る
」
と
あ
る
。
特
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ス
ト
教
会
の
神
学
教
育
な
ら
び
に
学
院
、
神
学
部
と
深
く
結
び
つ
け

る
幻
ヴ
ィ
ジ
ョ
ンか

ら
計
画
さ
れ
た
こ
と
だ
と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

　

ハ
ミ
ル
館
で
の
幼
稚
園
、
日
曜
学
校
事
業
を
今
日
に
継
承
す
る
関

西
学
院
教
会
の
年
史
は
次
の
よ
う
に
語
る
。「
ハ
ミ
ル
館
の
企
画
、

運
営
は
実
質
的
に
は
日
本
に
お
け
る
宗
教
教
育
の
開
拓
者
で
あ
る
三

戸
吉
太
郎
が
専
ら
こ
れ
に
当
た
っ
た
も
の
で
、
彼
の
熱
心
が
こ
の
建

物
と
事
業
を
成
立
さ
せ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
。
ハ
ミ
ル
館
は

か
く
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
推
進
の
中
心
の
三
戸
吉

太
郎
は
過
労
で
健
康
を
害
し
活
動
で
き
な
く
な
り
、
そ
し
て
教
師
養

成
所
の
事
業
も
進
展
で
き
な
く
な
り
、
挫
折
に
至
っ
た
。」 

　

三
戸
の
死
か
ら
一
ヶ
月
、
一
九
二
五
年
六
月
六
日
、
日
本
メ
ソ
ヂ

ス
ト
教
会
日
曜
学
校
局
は
、「
ハ
ミ
ル
館
の
所
有
は
局
に
属
す
る
が
、

使
用
・
運
用
し
て
い
る
神
学
部
に
対
し
て
、
ハ
ミ
ル
館
を
宗
教
教
育

の
目
的
の
た
め
に
神
学
部
に
委
ね
る
こ
と
、
…
本
や
地
図
な
ど
の
教

材
は
神
学
部
の
図
書
室
に
移
管
す
る
こ
と
」を
依
頼
す
る
。
そ
の
後
、

一
九
二
七
年
ハ
ミ
ル
館
の
上
ケ
原
移
転
が
決
議
さ
れ
、
一
九
二
九
年

に
は
「
関
西
学
院
理
事
会
は
、
ハ
ミ
ル
館
と
そ
の
設
備
を
関
西
学
院

が
所
有
・
管
理
し
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
目
的
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト

教
教
育
と
矛
盾
し
な
い
目
的
の
た
め
に
使
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
提

供
す
る
、
と
い
う
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
日
曜
学
校
局
の
申
し
出
を

受
け
入
れ
る
こ
と
を
決
議
し
た
」
の
で
あ
る
。

　

学
院
の
歴
史
に
刻
ま
れ
た
三
戸
の
使
命
と
幻
は
、
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教

会
と
関
西
学
院
に
ど
の
よ
う
に
残
さ
れ
、
ま
た
受
け
継
が
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
三
戸
の
足
跡
を
辿
る
こ
と
が
、
彼
の
命
懸
け
の
願
い

を
今
日
再
考
、
再
興
す
る
一
助
と
な
れ
ば
と
思
う
。

【
参
考
資
料
】

　

｢

神
戸
に
新
設
せ
ら
る
ゝ
日
曜
學
校
教
師
養
成
所｣

　

日
曜
學
校
教
師
養
成
所
は
大
正
七
年
十
月
一
日
を
以
て
開
始
す　

本
事

業
は
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
會
日
曜
學
校
局
と
協
同
し
関
西
學
院
神
學
部
専

ら
其
教
育
の
任
に
當
る　

是
れ
ハ
ミ
ル
舘
事
業
の
一
節
に
し
て
又
関
西
學

院
神
学
部
の
一
科
た
り
。

　

ハ
ミ
ル
舘
は
関
西
學
院
構
内
に
在
り
て
日
曜
學
校
局
の
所
有
に
属
し
前

記
教
師
養
成
所
の
外
、
日
曜
學
校
局
事
務
室
、
日
曜
學
校
参
考
品
室
、
日

曜
學
校
図
書
室
、
春
光
社
、
模
範
日
曜
學
校
を
有
す　

基
督
教
會
員
は
教

派
の
如
何
に
拘
ら
ず
男
女
と
も
等
し
く
入
學
す
る
を
得
。

　

學
科
は
一
年
を
以
て
全
科
を
成
す
と
雖
も
一
ヶ
年
を
三
學
期
に
分
ち
各

學
期
の
課
程
は
其
學
期
毎
に
完
結
す
る
の
組
織
な
る
が
故
に
學
修
の
順
序

は
何
れ
の
學
期
よ
り
始
む
る
も
三
學
期
を
以
て
全
科
を
修
了
す
る
の
便
を

有
す
。

教
授
及
講
師
姓
名
左
の
如
し
、

　

松
本
益
吉
氏
、
吉
崎
彦
一
氏
、
田
中
義
弘
氏
、
曾
木
銀
次
郎
氏
、
岡
島

政
尾
氏
、
三
戸
吉
太
郎
氏
、
横
川
四
十
八
氏
、
久
留
島
武
彦
氏
、
村
上
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れ
る
。

（
５
）
尾
崎
和
夫
「
人
と
し
て
の
三
戸
吉
太
郎
先
生
」『
神
学
評
論
』
記

念
号
（
一
九
三
四
年
一
〇
月
）
七
一
頁

（
６
）「
童
友
」
の
名
で
著
さ
れ
、
Ｊ
・
Ｃ
・
Ｃ
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
神
学
部

長
の
序
に
著
者
三
戸
吉
太
郎
の
名
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。
十
回
に

分
け
て
子
ど
も
た
ち
に
神
に
つ
い
て
語
り
か
け
る
内
容
で
、
創
意

工
夫
さ
れ
た
視
聴
覚
教
材
が
随
所
に
使
わ
れ
て
い
る
（
教
文
館

発
行　

一
八
九
六
年
）。
前
出
の
『
日
本
日
曜
学
校
史
』
四
一
〜

四
二
頁
に
は
、
三
戸
が
「
玉
手
箱
」
の
よ
う
に
中
か
ら
様
々
な

材
料
が
出
て
く
る
大
き
な
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
持
っ
て
旅
行
に
出
か

け
、「
そ
れ
を
自
由
に
巧
み
に
使
っ
て
、
ニ
コ
ニ
コ
と
も
の
し
づ

か
に
、細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
行
き
届
い
た
講
演
を
す
る
の
が
特
長
」

で
あ
っ
た
と
の
記
載
が
あ
る
。

（
７
）
宇
和
島
で
三
戸
は
教
会
に
引
き
と
め
ら
れ
、
異
例
の
六
年
を
す

ご
す
が
、「
日
曜
学
校
の
歌
」
な
ど
の
子
供
讃
美
歌
づ
く
り
や
、

エ
プ
オ
ー
ス
（
エ
ー
ポ
ス
）
同
盟
に
よ
る
青
年
育
成
な
ど
に
努
め

る
。
宇
和
島
で
の
三
戸
の
働
き
は
『
日
本
基
督
教
団
宇
和
島
中
町

教
会
百
年
史
』
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
一
九
一
二
年
一
二
月
に
は
讃
美
歌
や
聖
句
、「
す
な
ど
り
カ
ー
ド
」

「
泣
笑
カ
ー
ド
」
な
ど
を
収
め
て
カ
ー
ド
貼
付
部
分
を
外
し
た
日

曜
学
校
手
帳
の
よ
う
な
『
天
使
の
聲
』（
注
４
の
小
冊
子
版
か
）

を
発
行
。
奥
付
に
「
兵
庫
県
御
影
町
字
郡
家　

日
曜
学
校
教
材
供

給
所　

春
光
社
」
と
あ
り
、
御
影
教
会
退
任
後
ハ
ミ
ル
館
が
で
き

鋭
夫
氏
、
エ
ス
・
エ
ス
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
氏
、
松
本
春
枝
氏
、
亀
徳
一

男
氏
、
其
他
数
名
。

　

當
局
者
は
本
事
業
を
し
て
実
際
に
適
し
且
つ
裨
益
あ
ら
し
む
る
為
に
其

労
を
惜
ま
ざ
る
べ
し
。
牧
師
、
宣
教
師
、
教
會
、
日
曜
學
校
は
所
属
の
教

師
及
役
員
を
改
善
せ
ん
た
め
教
派
の
如
何
に
拘
ら
ず
大
に
此
機
会
を
利
用

せ
ら
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
。

　

尚
詳
細
な
る
事
は
関
西
學
院
神
学
部
長
ヘ
ー
デ
ン
氏
宛
或
は
ハ
ミ
ル
舘

内
日
曜
學
校
局
幹
事
三
戸
吉
太
郎
氏
宛
て
照
会
せ
ら
れ
た
し
。

『
日
曜
學
校
』
第
五
十
号
（
一
九
一
八
年
九
月
一
五
日　

日
本
日
曜
學
校

協
會
発
行
）
三
十
五
頁
。

　
【
注
】

（
１
）M

iss K
atherine M

. Shannon,“
SU
N
D
A
Y
 SCH

O
O
L”

M
IT
O
, 50

th A
nniversary Y

ear B
ook of the Japan 

M
ission

（M
ECS

）, 1936

（
２
）
山
本
忠
興
・
日
本
日
曜
學
校
協
会
編
纂
『
日
本
日
曜
学
校
史
』（
日

曜
世
界
社　

一
九
四
一
年
）
四
二
頁
で
は
、
三
戸
は
「
六
十
歳
を

も
っ
て
天
に
召
さ
れ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
生
年
に
つ
い
て
の

諸
説
（
注
９
に
後
述
）
の
ど
れ
を
と
っ
て
も
満
六
十
歳
を
迎
え
る

以
前
に
亡
く
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
３
）
前
出“

SU
N
D
A
Y
 SCH

O
O
L”
M
IT
O

（
４
）
こ
の
カ
ー
ド
貼
は
一
八
九
九
年
南
美
以
年
会
記
録
の
中
で
、
三

戸
考
案
の
讃
美
歌
附
き
カ
ー
ド
貼
「
天
使
の
聲
」
と
し
て
報
告
さ
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る
ま
で
は
、
御
影
の
自
宅
を
教
材
供
給
所
と
し
て
活
動
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
９
）
前
出“

SU
N
D
A
Y
 SCH

O
O
L”
M
IT
O

よ
り
引
用
。

（
10
）
三
戸
の
教
育
観
、
児
童
理
解
に
基
く
思
想
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会

に
お
け
る
展
開
を
理
解
す
る
う
え
で
は
、
日
曜
学
校
局
局
長
の

立
場
で
記
し
た
「
大
成
運
動
と
日
曜
学
校
事
業
」『
教
界
時
報
』

一
五
〇
三
号
（
一
九
二
〇
年
六
月
一
八
日
発
行
）
の
記
事
が
重
要

と
な
る
。

（
11
）
ハ
ミ
ル
館
に
お
け
る
日
曜
学
校
教
師
養
成
所
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
稿
末
の
参
考
資
料
「
神
戸
に
新

設
せ
ら
る
ゝ
日
曜
学
校
教
師
養
成
所
」
を
参
照
。
こ
の
記
事
は
、

日
本
日
曜
学
校
協
会
の
機
関
誌
に
載
せ
ら
れ
た
公
告
に
近
い
も
の

で
あ
る
が
、
養
成
所
設
置
の
趣
旨
、
運
営
状
況
、
関
西
学
院
神
学

部
と
の
関
わ
り
と
実
際
に
そ
れ
を
担
っ
た
人
々
に
つ
い
て
書
か
れ

て
い
る
。

（
12
）
生
年
月
日
に
つ
い
て
は
、
一
八
六
六
年
一
〇
月
二
五
日
（
慶
應

二
年
九
月
一
七
日
）
と
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
関
西
学
院
の
学
生

名
簿
で
は
一
八
六
七
年
一
一
月
一
七
日
（
慶
應
三
年
一
二
月
生
）

の
記
載
が
繰
り
返
し
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
採

用
す
る
。
た
だ
し
、
前
出
の“

SU
N
D
A
Y
 SCH

O
O
L”
M
IT
O

に
は
、
受
洗
が
二
十
二
歳
の
時
と
あ
り
、
こ
こ
か
ら
遡
る
と
三
戸

の
生
年
は
一
八
六
五
年
と
な
る
。

（
13
）
吉
太
郎
は
、
母
の
姓
で
あ
る
住
田
を
名
乗
り
、
住
田
吉
太
郎
と

し
て
関
西
学
院
に
入
学
し
、
在
学
中
の
一
八
九
四
年
八
月
に
三
戸

ヒ
デ
（
秀
子
）
と
結
婚
し
て
三
戸
吉
太
郎
と
な
る
。
そ
の
間
い
っ

た
ん
、
父
の
姓
の
大
鶴
吉
太
郎
（
実
兄
：
大
鶴
大
槌
を
保
証
人
と

し
て
、
一
八
九
二
年
の
学
生
名
簿
に
大
鶴
吉
太
郎
と
し
て
記
載
）

も
名
乗
っ
て
い
た
。

（
14
）
開
設
時
は
英
語
科
の
み
で
、
正
規
学
生
五
名
（
中
山
栄
之
助
、

田
中
義
弘
、
鵜
崎
庚
午
郎
、
松
本
益
吉
、
蘆
田
慶
治
）
と
数
名
の

予
備
学
生
が
あ
っ
た
と
の
記
録
か
ら
、
三
戸
は
始
め
予
備
学
生

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
三
戸
の
卒
業
は
神
学
部
邦

語
科
。

（
15
）
Ｎ
Ｃ
Ｃ
教
育
部
歴
史
編
纂
委
員
会
編
『
教
会
教
育
の
歩
み
』（
教

文
館
二
〇
〇
七
年
）
三
二
頁
。
こ
の
年
の
七
月
『
明
治
二
十
六
年

第
七
月　

南
美
以
教
會
第
貳
期
日
本
年
會
記
録
』「
部
局
及
委
員

（
自
明
治
廿
六
年　

至
仝
二
十
七
年
）」
の
「
日
曜
学
校
局　

會
友

之
部
」
に
大
鶴
吉
太
郎
と
し
て
初
め
て
記
載
（
四
頁
）。
同
記
録

の
会
計
支
出
に
は
、
金
十
六
円
が
大
鶴
吉
太
郎
へ
支
出
と
あ
る

（
五
一
頁
）。
教
師
補
と
し
て
の
記
載
以
前
に
信
徒
委
員
と
し
て
日

曜
学
校
局
員
と
し
て
記
録
に
登
場
し
、
こ
の
日
曜
学
校
局
で
の
務

め
は
亡
く
な
る
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

（
16
）
一
八
九
五
年
に
「
三
戸
吉
太
郎
の
尽
力
で
御
影
教
会
の
小
児
日

曜
学
校
が
再
開
さ
れ
る
」
の
記
載
。『
す
べ
て
神
の
栄
光
の
た
め

に
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
御
影
教
会
創
立
百
年
記
念
誌
』

（
17
）『
日
本
基
督
教
団
神
戸
栄
光
教
会
百
年
史
』
一
一
〇
頁
。
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（
18
）「
明
治
四
二
年
四
月
、
日
曜
学
校
管
理
法
、
児
童
教
育
学
の
講

師
と
し
て
就
任
以
来
熱
心（
マ
マ
）神

学
生
指
導
の
任
に
當
り
ゐ
た
る
も

の
な
り
。」『
開
校
四
十
年
記
念
関
西
学
院
史
』
一
五
九
頁
。
同

書
巻
末
表
に
も
「
就
職
年
月　

明
四
二
、四　

退
職
年
月　

大

一
四
、五
」
と
記
載
さ
れ
、
永
眠
ま
で
講
師
と
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）
東
北
で
の
講
習
会
な
ど
、
こ
の
年
の
三
戸
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

田
村
直
臣
編
集
発
行『
ホ
ー
ム
』一
巻
五
、七
、一
〇
、一
一
号（
ホ
ー

ム
社
一
九
一
二
年
）
の
「
日
本
日
曜
學
校
協
會
會
報
」
欄
参
照
。

（
20
）
こ
れ
は
米
、
南
メ
ソ
ヂ
ス
ト
監
督
教
会
のH

.M
.H
am
ill

博
士
が

日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
対
し
て
日
曜
学
校
教
師
養
成
学
校
設
立

の
為
の
特
別
献
金
を
し
た
こ
と
に
由
来
し
、
こ
れ
を
関
西
学
院
内

に
設
立
す
べ
き
と
の
日
曜
学
校
局
か
ら
の
提
案
だ
っ
た
。
こ
れ
を

受
け
一
二
月
六
日
に
は
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
日
曜
学
校
局
と
関

西
学
院
理
事
会
と
の
間
で｢

ハ
ミ
ル
日
曜
学
校
教
師
養
成
所｣

に

つ
い
て
の
合
意
書
が
交
わ
さ
れ
る
。『
関
西
学
院
百
年
史
通
史
編

Ⅰ
』
四
〇
四
〜
四
〇
六
頁
。

（
21
）
夏
期
学
校
の
内
容
は
『
日
曜
學
校
』
第
一
号
（
日
本
日
曜
學
校

協
會
発
行
一
九
一
四
年
）「
各
派
」
の
報
告
に
記
載
さ
れ
、「
三
戸

講
師
の
英
雄
ヨ
セ
フ
傳
…
あ
り
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）『
日
本
基
督
教
団
神
戸
栄
光
教
会
百
年
史
』
二
三
九
頁
。

（
23
）
ハ
ミ
ル
館
に
つ
い
て
は
、
注
９
と
参
考
資
料
を
参
照
。
養
成
課

程
は
年
間
を
三
期
に
区
分
し
、
実
質
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
関
西

学
院
神
学
部
が
お
こ
な
っ
て
い
た
。

（
24
）
一
九
二
三
年
の
ラ
ン
バ
ス
女
学
院
講
師
に
記
録
が
あ
る
。
ま
た

三
戸
が
「
一
九
二
〇
年
頃
、
御
影
よ
り
週
二
回
大
阪
上
六
の
ラ
ン

バ
ス
に
教
え
に
来
て
い
た
」
と
、
日
曜
世
界
社
、
西
阪
保
治
は
述

懐
し
て
い
る
。『
聖
和
八
十
年
史
』
二
四
七
〜
二
四
九
頁
。

（
25
）二
月
二
七
日
発
行『
教
界
時
報
』一
七
三
九
号「
消
息
」欄
に
記
載
。

家
族
に
よ
れ
ば
、
客
人
の
た
め
に
家
で｢

す
き
焼
き｣

を
準
備
し

終
え
た
直
後
に
倒
れ
た
と
い
う
。（
三
戸
吉
太
郎
の
孫
に
あ
た
る

山
腰
牧
子
さ
ん
よ
り
筆
者
聞
き
取
り
。
二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
二

日
）。

（
26
）
病
名
に
つ
い
て
は
、「
神
学
部
講
師
三
戸
吉
太
郎
脳
を
患
ひ
て
逝

け
り
。」（『
開
校
四
十
年
記
念
関
西
学
院
史
』
一
五
〇
頁
）
と
あ
る
。

（
27
）
一
九
二
六
（
大
一
五
）
年
第
一
九
回
西
部
年
会
記
録
。

（
28
）
前
出
「
人
と
し
て
の
三
戸
吉
太
郎
先
生
」。

（
29
）『
関
西
学
院
教
会
80
年
史
』（
日
本
基
督
教
団
関
西
学
院
教
会　

二
〇
〇
〇
年
三
月
）
三
〇
頁
。

（
30
）『
関
西
学
院
百
年
史　

通
史
編
Ⅰ
』
四
〇
六
〜
四
〇
七
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
見
の
ぞ
み
）


